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概    要 本研究ではテラヘルツ波の透過測定を用いた販売名の似た薬効の異なる医薬品の
識別の有用性を確かめることを目的に実験を行い、各医薬品ペアを吸収スペクトルにより識別すること
に成功した。識別は、ピーク位置の違いと吸収強度の違いによる二つの識別パターンにより行うことが
できた。さらに、再現性を確認するため、同一錠剤に対する測定ごとの吸収スペクトルのバラつきと、
医薬品錠剤のサンプルごとの吸収スペクトルのバラつきを評価し、識別の有用性を示した。テラヘルツ
吸収スペクトルのバラつきと錠剤の形状に相関があることを明らかにし、医薬品錠剤の識別や管理へ応
用するときの問題点を明らかにした。 
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テラヘルツ波は、電波と光波の間、すなわちミ
リ波と赤外線の中間領域に位置し、電波と光波の
両方の性質を兼ね備えている光／電磁波である。
周波数帯では 0.1 THz から 10 THz の電磁波をさ
すことが多い。1テラヘルツ（= 1 THz）は 1012 Hz
であり、1 THz の電磁波の周期は 1 ps ( = (1 
THz)−1)で、波長は 0.3 mm（真空中）である。テ
ラヘルツ波の特長として、可視・赤外光が透過し
ない紙、プラスチック、ビニール、半導体などの
非金属や低分子化合物、医薬品を部分的に透過す
ることが挙げられる。このことは可視・赤外光で
は不透明で内部の状態を検査することが不可能
な対象物に対しても、テラヘルツ波を利用するこ
とによって内部検査が可能であることを示す。テ
ラヘルツ波のもう一つの特長として、X線などに
比べ光子エネルギーがはるかに小さいため、検査
対象物に与える光化学的損傷が非常に小さい。さ
らに、多くの低分子化合物はテラヘルツ帯におい
て回転、振動のエネルギーをもっている。それら
の分子の吸収スペクトルを調べることによって
分子の構造やダイナミクスを明らかにすること
ができる。医薬品、爆発物、禁止薬物など様々な
試薬がテラヘルツ領域にそれぞれ固有の吸収ス
ペクトルを示すため、これらの試薬をテラヘルツ
波によって非破壊に検査する応用が検討されて
きた。 
テラヘルツ波の産業応用のひとつに医療分野
での応用があり、特に医薬品の品質管理への応用
が検討されている。テラヘルツ領域の吸収スペク
トルが医薬品の結晶多形で相異なることを利用
して、テラヘルツ波を用いた医薬品の品質管理が
可能であることがこれまでに報告されてきた。本
研究では医薬品の処方ミス防止を目的として、テ
ラヘルツ波の透過測定で販売名の似た薬効の異
なる医薬品の識別の有用性を確かめるとともに、
この技術の応用における問題点を検討した。
 
 
 
図１に、販売名の似たふたつの医薬品錠剤（ザ
イロリックとザンタック）のテラヘルツ吸収スペ
クトルを示す。鋭い吸収バンドの有無やそのピー
ク位置などの点で、ふたつのスペクトル形状は大
きく異なる。また、これらの医薬品錠剤以外でも、
販売名の似た医薬品錠剤のテラヘルツ吸収スペ
クトルは大きく異なっていた。ピーク位置の違い
と試料の厚さの違いなどによる吸収強度の違い
による二つの識別パターンによって、販売名の似
た医薬品錠剤の識別が、テラヘルツ波に透過測定
によって可能であることが分かった。 
複数回の測定において、一部の錠剤でテラヘル
ツ吸収スペクトルにばらつきが見られた。この原
因を明らかにするため、吸光度による 2次元マッ
ピング測定を行ったところ、形状などの物理的な
要因とばらつきに相関があることが判明した。 
今回の実験結果より、テラヘルツ波はピーク位
置や吸収強度の違いにより医薬品の検査として
有効なツールであると確認できた。また、形状が
大きく変わる部分の吸収スペクトルにバラつき
が表れることがわかり、検査として実用化してい
く上ではカメラなど形状による識別を併用する
ことで確度が上がることが示唆された。 
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図 1 テラヘルツ吸収スペクトル (a)ザイロリックと（ｂ）ザンタック 
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